
福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
七
十
五

畑

除
草
、
深
耕
又
は
反
転
耕
及
び
地
力
回

復
措
置

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
七
十
六

山
林

刈
払
い
、
堆
積
物
の
除
去
、
再
拡
散
防

止
措
置
及
び
常
緑
針
葉
樹
の
枝
打
ち

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
二
百
七
十
七

山
林

刈
払
い
、
堆
積
物
の
除
去
、
再
拡
散
防

止
措
置
及
び
常
緑
針
葉
樹
の
枝
打
ち

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
二
百
七
十
八

山
林

刈
払
い
、
堆
積
物
の
除
去
、
再
拡
散
防

止
措
置
及
び
常
緑
針
葉
樹
の
枝
打
ち

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
二
百
七
十
九

原
野

刈
払
い

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
二
百
五
十
e

一

山
林

刈
払
い
、
堆
積
物
の
除
去
、
再
拡
散
防

止
措
置
及
び
常
緑
針
葉
樹
の
枝
打
ち

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
二
百
六
十
七

山
林

刈
払
い
、
堆
積
物
の
除
去
、
再
拡
散
防

止
措
置
及
び
常
緑
針
葉
樹
の
枝
打
ち

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
二
百
六
十
九

山
林

刈
払
い
、
堆
積
物
の
除
去
、
再
拡
散
防

止
措
置
及
び
常
緑
針
葉
樹
の
枝
打
ち

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
二
百
九
十
e

二

山
林

刈
払
い
、
堆
積
物
の
除
去
、
再
拡
散
防

止
措
置
及
び
常
緑
針
葉
樹
の
枝
打
ち

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
二
百
九
十
三
e

二

原
野

刈
払
い

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字

旭
ヶ
丘
二
百
九
十
三
e

三

原
野

刈
払
い

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
野
上
字
楓

沢
七
十
六

山
林

刈
払
い
、
堆
積
物
の
除
去
、
再
拡
散
防

止
措
置
及
び
常
緑
針
葉
樹
の
枝
打
ち

二

土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
を
実
施
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先

氏

名

又

は

名

称

連

絡

先

環
境
大
臣

福
島
県
福
島
市
栄
町
一
e

三
十
五

福
島
キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ロ
ン

ト
ビ
ル
七
階

環
境
省
東
北
地
方
環
境
事
務
所
福
島
環
境
再
生

事
務
所
放
射
能
汚
染
対
策
課

電
話
番
号

〇
二
四
（
五
七
三
）
七
三
三
〇

平成™œ年˜™月˜š日 金曜日 第�˜ ™号官 報
三

土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
の
実
施
予
定
月

平
成
二
十
六
年
三
月

四

意
見
書
の
提
出

第
一
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
所
在
地
に
係
る
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
土
地
等
に
関
し
土
壌
等
の

除
染
等
の
措
置
の
実
施
の
妨
げ
と
な
る
権
利
を
有
す
る
者
（
次
号
に
お
い
て
「
関
係
人
」
と
い
う
。）は
、
平
成
二
十

三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射

性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
次
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
条
第
五

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
第
二
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者

に
対
し
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環

境
省
令
第
三
十
三
号
）
第
四
十
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
号
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
土
壌
等
の
除
染
等
の

措
置
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

関
係
人
の
み
な
し
同
意

前
号
に
規
定
す
る
期
間
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
関
係
人
か
ら
異
議
が
あ
る
旨
の

同
号
の
意
見
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
第
一
号
の
表
に
係
る
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
に

つ
い
て
法
第
三
十
条
第
二
項
の
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
二
十
四
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

期

間

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
二
月
二
十

八
日
ま
で
の
間
、
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま

で
。
た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。

区

域

日
高
沖
海
面
の
次
の
Ê
か
ら
Ï
ま
で
の
六
点
を

順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
点
と
Ï
の
点
を
結
ん

だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上
空

で
海
面
か
ら
高
度
九
、
一
四
四
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
間

Ê

北
緯
四
一
度
四
三
分
〇
九
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

Ë

北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

Ì

北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
〇
七
分
四
七
秒

Í

北
緯
四
一
度
四
五
分
三
九
秒

東
経
一
四
二
度
〇
五
分
一
七
秒

Î

北
緯
四
一
度
二
七
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
四
二
分
四
六
秒

Ï

北
緯
四
一
度
四
四
分
〇
九
秒

東
経
一
四
二
度
五
七
分
四
六
秒

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
二
十
五
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

期

間

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
二
月
二
十

八
日
ま
で
の
間
、
〇
七
〇
〇
か
ら
一
八
〇
〇
ま

で
。
た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。

区

域

三
沢
沖
海
面
の
次
の
Ê
か
ら
Ï
ま
で
の
六
点
を

順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
点
と
Ï
の
点
を
結
ん

だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上
空

で
海
面
か
ら
高
度
一
〇
、
六
六
八
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
間

Ê

北
緯
四
一
度
一
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
三
度
一
九
分
四
六
秒

Ë

北
緯
四
〇
度
五
三
分
一
〇
秒

東
経
一
四
三
度
一
三
分
四
六
秒

Ì

北
緯
四
〇
度
四
四
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

Í

北
緯
四
〇
度
五
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

Î

北
緯
四
〇
度
五
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
一
〇
分
四
七
秒

Ï

北
緯
四
一
度
一
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
〇
九
分
四
七
秒

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
二
十
六
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

期

間

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
二
月
二
十

八
日
ま
で
の
間
、
〇
七
〇
〇
か
ら
一
九
〇
〇
ま

で
。
た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。

区

域

佐
渡
沖
海
面
の
次
の
Ê
か
ら
Î
ま
で
の
五
点
を

順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
点
と
Î
の
点
を
結
ん

だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上
空

で
海
面
か
ら
高
度
一
〇
、
六
六
八
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
間

Ê

北
緯
四
〇
度
〇
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
三
八
度
二
二
分
五
二
秒

Ë

北
緯
四
〇
度
〇
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
三
八
度
五
九
分
四
八
秒

Ì

北
緯
三
九
度
二
〇
分
二
七
秒

東
経
一
三
八
度
五
九
分
四
八
秒

Í

北
緯
三
八
度
四
八
分
〇
一
秒

東
経
一
三
八
度
三
九
分
〇
四
秒

Î

北
緯
三
九
度
一
四
分
五
八
秒

東
経
一
三
八
度
〇
五
分
三
七
秒

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。
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